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In situでの分子生物学的手法による組織内真菌の検出・同定
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研究成果
各種真菌菌種でγウス感染実験を行った. 昨年度作
製が不具合であった菌種 Scedosporiumapiospermum，Mucor 
racemosusについて新たに感染臓器を得た.
昨年度までは検出用プロ…ブとして， digoxigeninラベ
ルの 250-600 bp のプロ…ブを用いた • A.jlavus特異
的の対象配列は AccessionNo.AF362957で，A.jlavω由
来レト口トランスポゾンの一部をク口ーニングしたプ
ラスミド pAF28は， Dr. M cAlpin CE (Nationa1Center 
for Agricultura1Utilization Research，IL，USA) より供
与された(文献:M cAlpin CE. Appl Environ Microbiol. 
61: 1068-72，1995，Okubara PA. Mycol Res. 107:841-6， 
2003) .相同性解析プログラム Blastを用いて，系の特異
性を確認した.このプ口一ブを用いた，昨年度行った in 
situ hybridizationでは，A.s仰 us感染マウス組織内の真菌
要素以外では，陽性シグナルは得られなかっ
しかし， その後の検討で， 薗穂によってわずかに反
応するものがあり， 特異性を高めるため， より短いプ
口…ブの作製を行った. 詳細は省略するが， PNAおよ
びLNAを用い? 特異性が出たのが今年度の最大の成果
であった.
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